
― 29 ―  

  
 
 
 

山
下
り
ん
筆
《
聖
母
子
と
ヨ
ハ
ネ
》
の
原
画
に
つ
い
て 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

久 

保 

い 

く 

こ 

   
 
 
 

は
じ
め
に 

  

山
下
り
ん
筆
《
聖
母
子
と
ヨ
ハ
ネ
》
（
挿
図
１
）
は
こ
れ
ま
で
ラ
フ
ァ
エ
ロ
も
し
く
は
ラ
フ

ァ
エ
ロ
一
派
を
模
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
原
画
が
示
さ
れ
た
こ
と

は
な
か
っ
た
。
本
稿
は
、
《
聖
母
子
と
ヨ
ハ
ネ
》
の
細
部
描
写
が
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
同
画
題
作
品

と
類
似
し
て
い
な
い
こ
と
に
注
目
し
、
本
図
と
人
物
の
ポ
ー
ズ
が
似
て
い
る
聖
母
子
画
を
探
し

て
十
六
世
紀
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
画
家
ミ
ケ
ー
レ
・
デ
ィ
・
リ
ド
ル
フ
ォ
・
デ
ル
・
ギ
ル
ラ
ン
ダ

イ
オ
の
作
品
に
た
ど
り
着
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
ミ
ケ
ー
レ
筆
《
聖
母
子
と
幼
児
聖
ヨ
ハ
ネ
》

（
挿
図
２
）
が
本
図
の
原
画
で
あ
る
可
能
性
を
考
察
す
る
。
そ
こ
で
今
後
の
研
究
課
題
と
な
る

点
を
明
ら
か
に
し
、
ミ
ケ
ー
レ
の
作
品
を
原
画
と
し
て
位
置
づ
け
た
上
で
、
ミ
ケ
ー
レ
と
ラ
フ

ァ
エ
ロ
の
関
係
や
、
山
下
り
ん
の
画
業
に
お
け
る
《
聖
母
子
と
ヨ
ハ
ネ
》
の
意
義
に
つ
い
て
述

べ
た
い
。 

  
 
 
 

一 

《
聖
母
子
と
ヨ
ハ
ネ
》
に
つ
い
て 

  

山
下
り
ん
（
一
八
五
七
年
・
安
政
四
―
一
九
三
九
年
・
昭
和
十
四
）
は
現
在
の
笠
間
市
に
生

ま
れ
た
。
十
六
歳
で
上
京
し
浮
世
絵
な
ど
を
学
ん
だ
の
ち
洋
画
を
志
し
、
一
八
七
七
年
（
明
治

十
）
二
月
に
女
子
の
一
期
生
と
し
て
工
部
美
術
学
校
に
入
学
し
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
ら
に
学
ん
だ
。

一
八
七
八
年
頃
に
ロ
シ
ア
正
教
に
入
信
し
て
い
る
。
一
八
八
〇
年
（
明
治
十
三
）
に
退
学
し
た

の
ち
、
ニ
コ
ラ
イ
主
教
に
推
薦
さ
れ
て
ロ
シ
ア
留
学
が
決
ま
り
、
十
二
月
に
横
浜
を
出
港
。
一

八
八
一
年
三
月
に
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
到
着
し
、
ノ
ヴ
ォ
ジ
ェ
ー
ヴ
ィ
チ
女
子
修
道
院
に
入
り
ロ

シ
ア
・
イ
コ
ン
を
学
ぶ
。
五
年
の
留
学
予
定
を
二
年
で
切
り
上
げ
、
一
八
八
三
年
三
月
に
帰
国

の
途
に
つ
い
た
。
帰
国
後
は
神
田
駿
河
台
の
女
子
神
学
校
に
ア
ト
リ
エ
を
構
え
、
全
国
各
地
に

竣
工
さ
れ
た
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
の
た
め
に
イ
コ
ン
を
制
作
し
た
。
一
九
一
八
年
（
大
正
七
）

に
笠
間
へ
帰
郷
し
て
か
ら
は
絵
筆
を
と
る
こ
と
な
く
過
ご
し
た
（
１
）
。 

《
聖
母
子
と
ヨ
ハ
ネ
》
は
現
在
、
小
田
秀
夫
氏
が
所
蔵
し
て
い
る
。
小
田
氏
は
山
下
り
ん
の

弟
峯
次
郎
の
孫
に
当
た
る
（
２
）
。
《
聖
母
子
と
ヨ
ハ
ネ
》
は
山
下
り
ん
が
「
亡
く
な
る
ま
で

自
室
の
欄
間
に
掲
げ
て
い
た
」
三
枚
の
油
絵
の
う
ち
の
一
枚
で
、
他
に
は
《
宗
徒
ノ
画
（
ヤ
コ

ブ
像
）
》
（
挿
図
３
）
と
《
機
密
の
晩
餐
》
が
あ
る
（
３
）
。
小
田
氏
の
母
、
良
子
氏
に
よ
れ

ば
、
そ
れ
ら
の
作
品
は
ロ
シ
ア
か
ら
持
ち
帰
っ
た
も
の
で
最
後
迄
大
切
に
し
て
い
た
と
い
う

（
４
）
。 

こ
の
作
品
は
展
覧
会
や
出
版
物
で
多
く
の
機
会
に
紹
介
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
山
下
り
ん

作
品
の
主
力
と
い
え
る
ロ
シ
ア
・
イ
コ
ン
で
は
次
々
に
模
写
の
元
と
な
っ
た
原
画
が
明
ら
か
に
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な
っ
て
い
る
の
に
比
べ
、
本
図
は
ル
ネ
サ
ン
ス
絵
画
の
模
写
で
あ
る
た
め
か
、
原
画
が
発
見
さ

れ
な
い
ま
ま
研
究
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
き
た
。 

 

こ
れ
ま
で
本
図
に
つ
い
て
言
わ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
山
下
が
ロ
シ
ア
留
学
中
の
一
八
八
一
年

に
、
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
で
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
も
し
く
は
ラ
フ
ァ
エ
ロ
一
派
を
模
写
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
模
写
の
原
画
に
つ
い
て
最
初
に
指
摘
し
た
岡
畏
三
郎
氏

は
、
「
ラ
フ
ァ
エ
ロ
一
派
の
模
写
か
と
思
わ
れ
る
聖
母
の
図
で
あ
る
」
と
述
べ
た
（
５
）
。
模

写
し
た
時
期
と
場
所
に
つ
い
て
は
、
ロ
シ
ア
留
学
中
の
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
で
は
な
か
ろ

う
か
と
、
確
証
は
な
い
と
し
た
上
で
小
田
秀
夫
氏
が
推
測
し
た
（
６
）
。
山
下
り
ん
は
ロ
シ
ア

に
滞
在
し
て
い
た
こ
ろ
に
日
記
を
残
し
て
お
り
（
７
）
、
そ
の
中
に
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館

で
一
八
八
一
年
に
《
宗
徒
ノ
画
》
《
聖
母
ノ
画
》
《
主
十
字
架
ヲ
ヲ
ー
ノ
図
》
を
模
写
し
た
と

の
記
録
が
あ
る
（
８
）
。
そ
の
日
記
の
ま
と
め
の
項
に
は
、
「
聖
母
ノ
画
ハ
九
月
十
五
日
ヨ
リ

始
テ
十
月
四
日
迄
ニ
終
ル 

日
数
十
日
半
日
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
９
）
。
ち
な
み
に
制
作

し
た
模
写
の
原
画
が
誰
の
作
品
だ
っ
た
の
か
が
滞
露
日
記
に
記
録
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
見

る
と
、
お
そ
ら
く
山
下
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
函

館
正
教
会
の
神
父
厨
川
勇
氏
が
指
摘
し
た
、
「
聖
母
の
頭
上
の
光
輪
が
水
平
に
描
か
れ
て
い
る

か
ら
、
こ
れ
は
ロ
ー
マ
旧
教
の
宗
教
画
」
（
10
）
と
い
う
点
を
考
え
れ
ば
、
模
写
し
た
場
所
は
、

ロ
シ
ア
正
教
の
聖
画
を
教
え
た
滞
在
先
の
修
道
院
よ
り
も
、
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
の
方
が

ふ
さ
わ
し
い
。
し
か
し
、
小
田
秀
夫
氏
は
日
記
に
記
録
さ
れ
た
《
聖
母
ノ
画
》
と
、
現
存
す
る

《
聖
母
子
と
ヨ
ハ
ネ
》
を
同
一
視
す
る
見
方
に
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
て
お
り
、
「
エ
ル
ミ
タ
ー

ジ
ュ
美
術
館
で
模
写
し
た
『
聖
母
子
と
ヨ
ハ
ネ
』
は
こ
れ
だ
と
い
う
証
拠
は
な
い
が
、
こ
の
よ

う
な
『
聖
母
子
と
ヨ
ハ
ネ
』
を
描
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
測
で
き
る
」
と
述
べ
る
に
留
め
て

い
る
（
11
）
。 

そ
こ
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
さ
ら
に
吟
味
を
加
え
た
い
。
こ
れ
ま
で
言
わ
れ
て
き
た
こ
と

を
、
模
写
し
た
年
代
、
模
写
し
た
場
所
、
模
写
の
も
と
に
な
っ
た
原
画
、
の
三
要
素
に
分
け
て

考
え
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
う
ち
、
年
代
と
場
所
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
中
で
す

で
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。 

第
一
に
制
作
年
代
に
つ
い
て
は
、
山
下
り
ん
の
残
し
た
日
記
が
手
掛
か
り
と
な
る
。
滞
露
日

記
の
中
の
《
聖
母
ノ
画
》
は
一
八
八
一
年
九
月
十
五
日
に
着
手
さ
れ
、
十
月
四
日
に
完
成
し
て

い
る
。
さ
ら
に
詳
し
く
日
記
か
ら
こ
の
絵
に
関
す
る
記
述
を
抜
き
出
す
と
、
以
下
の
よ
う
に
な

る
。
十
五
日
「
此
日
ハ
外
ノ
画
バ
カ
ロ
ヲ
ー
ジ
イ
ツ
ノ
形
ヲ
取
」
、
十
七
日
「
此
日
ハ
教
師
無

く
下
地
ニ
大
ニ
コ
マ
ル
也
」
、
廿
一
日
「
此
日
ハ
顔
ヲ
か
ク 

中
バ
終
ル
」
、
廿
八
日
「
此
日

プ
ラ
ト
ツ
ク
及
ビ
ホ
ン
種
々
少
シ
ヅ
ツ
カ
ク
也
」
、
廿
九
日
「
此
日
ハ
頭
キ
ン
ノ
色
皆
□
テ
カ

ク
也
」
、
三
日
「
此
日
大
方
終
ル
也
」
、
四
日
「
此
日
ヱ
終
ル
」
。
小
田
氏
に
よ
る
解
説
に
よ

れ
ば
、
十
五
日
の
バ
カ
ロ
ヲ
ー
ジ
イ
ツ
は
バ
ガ
ロ
ー
デ
ィ
ツ
ァ
で
神
の
生
み
の
母
、
つ
ま
り
ロ

シ
ア
正
教
で
は
生
神
女
と
呼
ば
れ
て
い
る
聖
母
の
こ
と
、
二
十
八
日
の
プ
ラ
ト
ツ
ク
は
プ
ラ
ト

ー
ク
で
婦
人
が
か
ぶ
る
頭
巾
、
ホ
ン
は
背
景
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
記
述
は
、
こ
の
《
聖

母
子
と
ヨ
ハ
ネ
》
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
十
七
日
に
下
地
に
困
っ
た
と
あ
る
が
、

本
図
は
厚
紙
に
油
彩
で
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
支
持
体
に
布
や
板
を
用
い
る
よ
り
は
困
難
を
伴

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
十
八
日
に
背
景
を
少
し
ず
つ
描
い
た
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
ロ
シ

ア
・
イ
コ
ン
の
よ
う
な
図
柄
の
な
い
色
面
な
の
か
、
或
い
は
本
図
の
よ
う
な
風
景
な
の
か
は
よ

く
わ
か
ら
な
い
。
一
方
で
、
聖
母
が
頭
巾
を
か
ぶ
っ
て
い
る
こ
と
は
本
図
と
日
記
の
記
述
が
一

致
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
日
記
の
こ
の
部
分
の
内
容
は
、
《
聖
母
子
と
ヨ
ハ
ネ
》
と
一
致
し
て

い
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
日
記
の
他
の
箇
所
に
も
「
聖
母
ノ
画
」
と
い

う
文
字
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
と
、
帰
国
の
途
中
に
マ
ル
セ
イ
ユ
で
絵
の
入
っ
た
荷
物
を
な
く
し

て
い
る
こ
と
（
12
）
か
ら
、
一
八
八
一
年
九
月
の
日
記
に
書
か
れ
た
《
聖
母
ノ
画
》
と
は
、
ま

さ
し
く
《
聖
母
子
と
ヨ
ハ
ネ
》
を
指
し
て
い
る
と
言
い
切
る
こ
と
も
で
き
な
い
（
13
）
。 

第
二
に
、
模
写
し
た
場
所
が
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
《
聖
母
子

と
ヨ
ハ
ネ
》
の
元
と
な
っ
た
絵
が
あ
る
の
か
ど
う
か
。
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
の
画
集
（
14
）

を
当
た
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
厖
大
な
収
蔵
品
を
持
つ
美
術
館
で
あ
る
た
め
全
て
を
出
版
物
に
掲

載
す
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
だ
ろ
う
が
、
今
の
と
こ
ろ
そ
れ
ら
し
い
作
品
を
見
つ
け
る
こ
と
は
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で
き
て
い
な
い
。
小
田
秀
夫
氏
は
一
九
八
〇
年
に
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
を
訪
れ
、
フ
ラ
ン

ス
美
術
担
当
学
芸
員
の
ペ
テ
ル
セ
ー
ビ
ッ
チ
女
史
に
こ
の
絵
の
こ
と
を
尋
ね
て
い
る
。
「
ま
ず

拙
宅
に
残
る
『
聖
母
子
と
ヨ
ハ
ネ
』
像
の
口
絵
を
示
し
て
伺
っ
た
。
女
史
は
こ
れ
は
イ
タ
リ
ア

系
の
画
だ
か
ら
と
、
イ
タ
リ
ア
美
術
担
当
学
芸
員
の
女
性
を
呼
ん
で
見
て
頂
い
た
が
、
こ
の
原

画
は
な
い
と
い
う
。
こ
れ
は
ラ
フ
ァ
エ
ル
系
の
画
家
の
作
品
の
模
写
で
あ
ろ
う
と
答
え
ら
れ

た
。
」
（
15
） 

ち
な
み
に
現
在
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
ラ
フ
ァ
エ
ロ

の
作
品
は
、
《
本
を
読
む
聖
母
子
（
コ
ン
ネ
ス
タ
ー
ビ
レ
の
聖
母
）
》
と
《
髯
の
無
い
聖
ヨ
セ

フ
の
い
る
聖
家
族
》
の
二
点
で
あ
る
。 

  
 
 
 

二 

ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
聖
母
子
画
と 

 
 
 
 
 
 

山
下
り
ん
筆
《
聖
母
子
と
ヨ
ハ
ネ
》 

 

第
三
に
模
写
の
も
と
に
な
っ
た
原
画
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
系
統
に
あ
る
画

家
の
作
品
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
ひ
と
り
の
作
家
の
作
品
を
ほ
ぼ
全
て
掲
載
し
て
い
る
リ
ッ
ツ

オ
ー
リ
版
の
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
巻
（
16
）
に
は
、
類
似
す
る
作
品
は
載
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
山

下
り
ん
筆
《
聖
母
子
と
ヨ
ハ
ネ
》
が
、
聖
母
マ
リ
ア
と
幼
児
キ
リ
ス
ト
に
加
え
て
幼
児
洗
礼
者

ヨ
ハ
ネ
の
三
人
を
組
み
合
わ
せ
た
構
図
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
作
品
の
中
か
ら
同

様
の
三
人
を
描
い
た
作
品
を
抜
き
出
し
て
比
較
を
試
み
た
。 

リ
ッ
ツ
オ
ー
リ
版
に
依
れ
ば
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
が
聖
母
子
と
ヨ
ハ
ネ
の
三
人
を
描
い
た
作
品
は

十
一
点
を
数
え
る
（
挿
図
４
～
14
）
。
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
山
下
り
ん
筆
《
聖
母
子
と
ヨ
ハ
ネ
》

に
見
る
構
図
も
し
く
は
雰
囲
気
は
こ
れ
ら
ラ
フ
ァ
エ
ロ
作
品
に
類
似
し
た
も
の
に
見
え
る
が
、

細
か
く
観
察
す
る
と
い
く
つ
か
の
差
異
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

画
面
全
体
の
構
図
を
比
べ
る
と
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
は
全
般
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
人
物
を
配
置

す
る
が
、
山
下
の
《
聖
母
子
と
ヨ
ハ
ネ
》
で
は
三
人
が
画
面
左
側
に
か
た
ま
っ
て
お
り
、
画
面

の
重
心
が
左
側
に
寄
っ
て
い
る
。
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
バ
ラ
ン
ス
の
良
さ
は
《
牧
場
の
聖
母
》
（
挿

図
５
）
や
《
ひ
わ
の
聖
母
》
（
挿
図
６
）
や
《
美
し
き
女
庭
師
の
聖
母
》
（
挿
図
７
）
に
見
る

よ
う
な
三
角
形
構
図
に
特
徴
的
で
あ
り
、
聖
母
マ
リ
ア
を
頂
点
と
し
て
下
辺
の
左
右
に
子
供
を

配
置
す
る
。
二
人
の
子
供
が
片
側
に
寄
っ
て
聖
母
が
端
に
来
る
場
合
は
、
《
ア
ル
バ
の
聖
母
》

（
挿
図
11
）
《
小
椅
子
の
聖
母
》
（
挿
図
12
）
《
幕
の
聖
母
》
（
挿
図
13
）
に
見
る
よ
う
に
、

聖
母
の
体
は
子
供
と
反
対
側
に
寄
せ
て
描
か
れ
て
い
る
。
翻
っ
て
山
下
の
《
聖
母
子
と
ヨ
ハ
ネ
》

で
は
、
子
供
は
二
人
と
も
聖
母
の
左
側
に
い
る
の
に
、
聖
母
は
画
面
の
中
央
を
占
め
て
い
る
。

ま
た
、
子
供
を
片
方
に
寄
せ
る
に
し
て
も
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
作
例
に
は
山
下
作
品
の
よ
う
に
子

供
同
士
が
顔
を
す
り
寄
せ
て
い
る
も
の
は
な
い
。
幼
児
キ
リ
ス
ト
と
幼
児
ヨ
ハ
ネ
が
顔
を
く
っ

つ
け
て
い
る
も
の
と
い
え
ば
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
よ
り
も
む
し
ろ
レ
オ
ナ
ル
ド
派
に
よ
る
《
岩
窟
の

聖
母
》
か
ら
の
派
生
作
品
（
挿
図
15
～
17
）
や
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
《
聖
母
子
と
幼
児
聖
ヨ
ハ

ネ
》
（
挿
図
18
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

山
下
作
品
の
聖
母
マ
リ
ア
は
半
身
像
で
あ
る
。
ラ
フ
ァ
エ
ロ
が
聖
母
マ
リ
ア
を
半
身
像
で
描

く
例
は
《
デ
ィ
オ
タ
ル
レ
ー
ヴ
ィ
の
聖
母
》
（
挿
図
４
）
《
ガ
ル
ヴ
ァ
の
聖
母
》
（
挿
図
９
）

《
小
椅
子
の
聖
母
》
（
挿
図
12
）
《
幕
の
聖
母
》
（
挿
図
13
）
に
見
ら
れ
る
。
画
面
の
上
端
は
、

ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
場
合
マ
リ
ア
の
頭
上
近
く
に
あ
り
、
光
輪
が
入
り
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
具
合

だ
が
、
山
下
作
品
に
は
十
分
に
風
景
を
描
く
だ
け
の
空
間
が
あ
る
。
画
面
の
下
端
は
、
ラ
フ
ァ

エ
ロ
の
《
デ
ィ
オ
タ
ル
レ
ー
ヴ
ィ
の
聖
母
》
と
《
幕
の
聖
母
》
の
場
合
で
は
聖
母
の
膝
頭
が
見

え
る
と
こ
ろ
ま
で
描
か
れ
て
い
る
が
、
山
下
の
作
品
で
は
膝
下
に
あ
る
衣
紋
ま
で
を
描
い
て
い

る
。
山
下
作
品
は
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
場
合
よ
り
も
人
物
の
周
り
に
画
面
を
広
く
と
っ
て
い
る
と
言

え
る
。
も
し
か
す
る
と
山
下
は
何
ら
か
の
原
画
か
ら
こ
の
《
聖
母
子
と
ヨ
ハ
ネ
》
を
模
写
し
た

と
き
に
、
原
画
よ
り
も
人
物
の
周
囲
を
広
げ
て
描
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
ヨ
ハ
ネ
の
脚

の
描
き
方
が
画
面
の
下
方
へ
向
か
う
に
従
っ
て
消
え
入
る
よ
う
に
曖
昧
に
な
る
点
に
も
窺
え
る
。 

山
下
作
品
で
は
人
物
の
背
後
に
風
景
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
風
景
の
広
が
り
方
は
、
ラ
フ

ァ
エ
ロ
が
聖
母
マ
リ
ア
を
全
身
像
で
描
い
た
《
牧
場
の
聖
母
》
（
挿
図
５
）
《
ひ
わ
の
聖
母
》

（
挿
図
６
）
《
美
し
き
女
庭
師
の
聖
母
》
（
挿
図
７
）
と
同
様
で
あ
り
、
遠
景
の
湖
や
建
物
を
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十
分
に
見
渡
す
広
い
空
間
を
設
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
場
合
は
地
平
線

が
聖
母
の
肩
の
下
に
あ
る
の
に
対
し
、
山
下
作
品
の
地
平
線
は
聖
母
の
頭
上
に
あ
る
。
加
え
て
、

山
下
の
描
く
風
景
に
は
俯
瞰
し
た
よ
う
な
角
度
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
山
下
の
描
い
た
円
柱

状
の
建
物
は
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
作
品
の
中
に
は
見
出
せ
な
い
。
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
聖
母
半
身
像
に
は

広
い
風
景
を
描
い
た
も
の
が
な
い
こ
と
か
ら
み
て
も
、
山
下
り
ん
は
人
物
と
は
別
に
背
景
だ
け

を
別
の
絵
画
か
ら
引
用
し
て
組
み
合
わ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

さ
ら
に
細
部
を
観
察
す
る
と
、
髪
質
に
よ
る
人
物
の
描
き
分
け
に
も
両
者
に
は
違
い
が
あ
る
。

ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
場
合
、
聖
母
の
髪
は
さ
っ
ぱ
り
と
後
に
ま
と
め
ら
れ
、
キ
リ
ス
ト
は
直
毛
、
ヨ

ハ
ネ
は
巻
き
毛
で
描
か
れ
て
い
る
。
対
し
て
山
下
り
ん
の
描
く
マ
リ
ア
は
肩
に
一
筋
の
波
打
っ

た
髪
を
垂
ら
し
、
キ
リ
ス
ト
と
ヨ
ハ
ネ
の
両
者
は
共
に
巻
き
毛
で
あ
る
。 

以
上
の
よ
う
な
点
を
勘
案
す
る
と
、
山
下
り
ん
筆
《
聖
母
子
と
ヨ
ハ
ネ
》
の
原
画
は
、
ラ
フ

ァ
エ
ロ
そ
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
仮
に
ラ
フ
ァ
エ
ロ
一
派
の
作
品
だ
っ
た
と
し

て
も
、
そ
れ
は
ラ
フ
ァ
エ
ロ
か
ら
は
だ
い
ぶ
変
化
し
た
も
の
に
違
い
な
い
。 

も
う
一
点
、
山
下
の
ラ
フ
ァ
エ
ロ
と
は
異
な
る
特
徴
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
山
下
の
描
く
人

物
の
顔
に
、
鼻
か
ら
眉
に
か
け
て
く
っ
き
り
と
し
た
稜
線
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
特
徴
に

つ
い
て
は
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
筆
《
聖
母
の
戴
冠
》
（
挿
図
19
）
の
複
製
版
画
を
模
写
し
た
山
下
の

鉛
筆
画
と
墨
画
（
挿
図
20
）
に
関
し
て
鐸
木
道
剛
氏
が
指
摘
し
て
お
り
（
17
）
、
山
下
の
癖
だ

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
稜
線
の
強
調
は
、
原
画
が
ラ
フ
ァ
エ
ロ
系
か
否
か
に

は
関
わ
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

  
 
 
 

三 

レ
オ
ナ
ル
ド
派
か
ら
ミ
ケ
ー
レ
へ 

 

幼
児
キ
リ
ス
ト
と
幼
児
ヨ
ハ
ネ
が
顔
を
寄
せ
て
描
か
れ
る
例
が
レ
オ
ナ
ル
ド
派
や
ミ
ケ
ラ
ン

ジ
ェ
ロ
に
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
そ
こ
で
、
山
下
り
ん
筆
《
聖
母
子
と
ヨ
ハ
ネ
》
の
原
画
を

レ
オ
ナ
ル
ド
派
に
求
め
る
こ
と
を
試
み
た
。
す
る
と
、
聖
母
子
と
キ
リ
ス
ト
の
二
人
の
ポ
ー
ズ

が
山
下
の
も
の
と
そ
っ
く
り
な
作
品
が
あ
る
。
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
デ
・
リ
ャ
ノ
ス
の
筆
と
認
め

ら
れ
、
ブ
レ
ラ
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
《
聖
母
子
と
子
羊
》
（
挿
図
21
）
で
あ
る
。
し
か

し
、
山
下
が
ヨ
ハ
ネ
を
描
い
た
部
分
に
は
、
こ
の
絵
で
は
キ
リ
ス
ト
に
抱
か
れ
た
子
羊
が
描
か

れ
て
い
る
。 

ピ
エ
ト
ロ
・
Ｃ
・
マ
ラ
ー
ニ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ブ
レ
ラ
美
術
館
所
蔵
《
聖
母
子
と
子
羊
》
は

ワ
シ
ン
ト
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
あ
る
《
聖
母
子
と
少
年
聖
ヨ
ハ
ネ
》
と
の
比
較

か
ら
、
二
点
と
も
一
五
〇
五
年
頃
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
領
域
内
で
作
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
こ

と
は
プ
ラ
ー
ト
の
市
立
美
術
館
所
蔵
《
聖
母
子
と
幼
児
聖
ヨ
ハ
ネ
》
（
挿
図
２
）
と
ボ
ル
テ
ィ

モ
ア
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
ス
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
所
蔵
《
聖
母
子
と
洗
礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
》
（
挿
図
22
）
と

い
う
、
ブ
レ
ラ
の
絵
か
ら
遅
い
時
期
に
派
生
し
た
二
点
の
ミ
ケ
ー
レ
・
デ
ィ
・
リ
ド
ル
フ
ォ
・

デ
ル
・
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
に
帰
さ
れ
る
作
品
が
あ
る
こ
と
か
ら
証
明
さ
れ
る
。
或
い
は
、
ア
ル

メ
デ
ィ
ナ
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ジ
ャ
ネ
ス
か
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
デ
・
リ
ャ
ノ
ス
が
レ
オ
ナ
ル
ド

の
助
手
に
な
っ
た
《
ア
ン
ギ
ア
リ
の
戦
い
》
の
時
、
つ
ま
り
一
五
〇
五
年
か
ら
一
五
〇
七
年
の

近
辺
に
描
か
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。
な
お
、
ブ
レ
ラ
美
術
館
の
《
聖
母
子
と
子
羊
》
は

ピ
エ
ト
ロ
・
Ｃ
・
マ
ラ
ー
ニ
の
こ
の
一
九
九
八
年
の
著
書
で
は
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
リ
ャ
ノ
ス
に

帰
さ
れ
て
い
る
が
、
一
九
八
七
年
の
著
書
で
は
チ
ェ
ー
ザ
レ
・
ダ
・
セ
ス
ト
へ
の
帰
属
が
試
み

ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
プ
ラ
ー
ト
の
絵
は
マ
リ
ア
・
ピ
ア
・
マ
ン
ニ
ー
ニ
に
よ
っ
て
一
五
七
〇

年
に
年
代
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
（
18
）
。
つ
ま
り
、
ブ
レ
ラ
美
術
館
に
あ
る
リ
ャ
ノ
ス
筆

《
聖
母
子
と
子
羊
》
が
一
五
〇
五
年
頃
か
、
一
五
〇
五
年
か
ら
一
五
〇
七
年
の
間
に
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
で
制
作
さ
れ
、
だ
い
ぶ
時
を
経
た
一
五
七
〇
年
に
そ
の
作
品
を
変
形
さ
せ
て
プ
ラ
ー
ト
に

あ
る
ミ
ケ
ー
レ
筆
《
聖
母
子
と
幼
児
聖
ヨ
ハ
ネ
》
が
描
か
れ
た
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
時
ミ

ケ
ー
レ
は
、
子
羊
の
代
わ
り
に
ヨ
ハ
ネ
を
描
い
た
。 

プ
ラ
ー
ト
に
あ
る
ミ
ケ
ー
レ
筆
《
聖
母
子
と
幼
児
聖
ヨ
ハ
ネ
》
に
見
る
聖
母
マ
リ
ア
と
キ
リ

ス
ト
と
ヨ
ハ
ネ
の
三
人
の
人
物
像
の
描
写
は
、
山
下
り
ん
筆
《
聖
母
子
と
ヨ
ハ
ネ
》
の
人
物
像

に
似
て
い
る
。
双
方
と
も
、
マ
リ
ア
は
首
を
画
面
む
か
っ
て
左
へ
傾
げ
て
左
手
を
キ
リ
ス
ト
の
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体
に
添
え
、
キ
リ
ス
ト
は
ヨ
ハ
ネ
に
目
を
向
け
、
ヨ
ハ
ネ
は
キ
リ
ス
ト
と
同
じ
高
さ
に
頭
を
並

べ
て
マ
リ
ア
の
方
を
見
て
い
る
。
同
じ
ミ
ケ
ー
レ
の
筆
に
な
る
ウ
ォ
ル
タ
ー
ス
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
あ
る
作
品
で
は
キ
リ
ス
ト
は
マ
リ
ア
の
ほ
う
を
向
い
て
お
り
、
同
じ
作
者
の
同
じ
画
題
で
も

描
写
に
違
い
が
表
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
山
下
り
ん
の
人
物
像
は
プ
ラ
ー
ト
に
あ
る
作
品
か

ら
そ
っ
く
り
模
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
顔
の
表
現
を
見
る
と
、
山
下
作
品
の
方
が
鼻
か
ら
眉

に
か
け
て
の
線
が
強
い
が
、
こ
れ
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
山
下
の
癖
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
プ
ラ
ー
ト
の
作
品
は
、
ブ
レ
ラ
美
術
館
の
作
品
と
比
べ
る
と
、
マ
リ
ア
の
胸
元
に
見
え

る
白
い
レ
ー
ス
地
を
鮮
明
に
描
い
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
マ
リ
ア
の
左
肩
ご
し
に
見
え
る
マ
ン
ト

の
裏
地
の
し
わ
や
、
左
の
袖
口
に
の
ぞ
く
赤
い
服
の
た
る
み
を
表
現
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
特

徴
も
山
下
り
ん
の
作
品
と
似
て
い
る
。
背
景
が
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
は
残
る
が
、
人
物

像
が
酷
似
し
て
い
る
点
か
ら
見
て
、
ミ
ケ
ー
レ
・
デ
ィ
・
リ
ド
ル
フ
ォ
・
デ
ル
・
ギ
ル
ラ
ン
ダ

イ
オ
筆
《
聖
母
子
と
幼
児
聖
ヨ
ハ
ネ
》
（
プ
ラ
ー
ト
、
市
立
美
術
館
蔵
）
が
山
下
り
ん
筆
《
聖

母
子
と
ヨ
ハ
ネ
》
の
原
画
で
あ
る
と
考
え
た
い
。 

  
 
 
 

四 

背
景
の
問
題 

  

山
下
り
ん
筆
《
聖
母
子
と
ヨ
ハ
ネ
》
の
人
物
の
部
分
は
ミ
ケ
ー
レ
筆
《
聖
母
子
と
幼
児
聖
ヨ

ハ
ネ
》
を
原
画
に
し
て
い
る
と
す
る
と
、
そ
れ
で
は
、
背
景
に
風
景
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
、

加
え
て
言
え
ば
山
下
作
品
の
方
が
人
物
の
周
り
に
空
間
を
多
く
と
り
聖
母
マ
リ
ア
を
画
面
中
央

に
据
え
る
構
図
に
な
っ
て
い
る
こ
と
（
19
）
を
、
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。
聖

母
子
像
に
風
景
を
入
れ
る
こ
と
で
、
構
図
は
よ
り
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
聖
母
子
画
に
近
づ
い
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。
背
景
は
自
作
し
た
の
か
、
或
い
は
ど
こ
か
別
の
絵
か
ら
引
用
し
て
き
た
の
か
。

山
下
り
ん
の
独
創
性
は
ど
の
程
度
あ
り
得
る
の
か
を
焦
点
に
い
く
つ
か
の
可
能
性
を
整
理
す
る

と
、
次
の
よ
う
な
三
つ
の
推
測
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

推
測
① 

自
作 

 

山
下
は
人
物
像
の
み
を
プ
ラ
ー
ト
に
あ
る
絵
か
ら
模
写
し
、
背
景
は
全
く
の
創
作
で
描
い
た

の
か
。
例
え
ば
プ
ラ
ー
ト
の
絵
の
背
景
に
は
木
の
葉
の
合
い
間
に
小
さ
く
風
景
が
描
き
込
ま
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
を
拡
大
し
て
丘
の
上
に
置
く
な
ど
の
ア
レ
ン
ジ
を
し
た
と
想
像
で
き
る
。
し

か
し
、
鐸
木
道
剛
氏
が
「
山
下
り
ん
制
作
の
イ
コ
ン
（
聖
像
画
）
は
す
べ
て
模
写
で
あ
る
」
（
20
）

と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
模
写
で
な
い
作
品
と
い
う
も
の
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
、
イ
コ
ン

で
は
な
い
作
品
で
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
例
え
ば
亡
く
な
る
ま
で
手
元
に
置
い
て
い
た
三
点
の

油
彩
画
の
う
ち
の
一
点
《
宗
徒
ノ
画
（
ヤ
コ
ブ
像
）
》
（
挿
図
３
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
鐸
木

氏
の
手
に
よ
っ
て
グ
イ
ド
・
レ
ー
ニ
の
《
聖
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
》
（
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
蔵
）

が
原
画
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
21
）
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
《
聖
母
子
と

ヨ
ハ
ネ
》
の
背
景
が
山
下
の
創
作
で
あ
る
と
な
れ
ば
、
山
下
り
ん
研
究
の
上
で
は
大
き
な
発
見

と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
か
つ
て
山
下
り
ん
の
創
案
で
は
な
い
か
と

言
わ
れ
て
い
た
《
至
聖
生
神
女
之
福
音
》
（
函
館
正
教
会
、
上
武
佐
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
・
挿

図
23
）
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
岡
畏
三
郎
氏
の
一
九
六
八
年
の
論
文
（
22
）
や
、
小
田
秀
夫

氏
の
一
九
七
七
年
の
著
書
（
23
）
で
、
天
使
の
「
幻
の
よ
う
な
描
き
方
」
は
山
下
り
ん
の
創
案

で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
ド
レ
の
聖
書
挿
絵
が
原
画
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
丹
尾
安
典
氏
に
よ
っ
て
一
九
八
一
年
に
発
表
さ
れ
た
（
24
）
。
ド
レ
の
原
画
は
モ
ノ
ク

ロ
ー
ム
の
木
版
画
で
あ
る
が
、
天
使
を
白
く
透
き
通
る
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
点
は
変
わ
ら
な

い
。
こ
の
よ
う
な
例
が
あ
る
な
ら
ば
、
《
聖
母
子
と
ヨ
ハ
ネ
》
の
場
合
に
も
、
今
は
背
景
の
一

致
す
る
原
画
が
見
つ
か
っ
て
い
な
く
て
も
、
い
ず
れ
発
見
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が

し
て
く
る
。
今
の
段
階
で
山
下
り
ん
の
独
創
を
主
張
す
る
の
は
勇
み
足
か
も
知
れ
な
い
。 

 

推
測
② 
引
用 

 

山
下
は
人
物
像
の
み
を
プ
ラ
ー
ト
に
あ
る
絵
か
ら
模
写
し
、
背
景
は
別
の
絵
か
ら
引
用
し
た

の
か
。
そ
の
場
合
、
そ
の
「
別
の
絵
」
は
や
は
り
風
景
を
背
景
に
し
た
人
物
画
で
、
山
下
り
ん
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は
そ
こ
か
ら
風
景
の
み
を
、
画
面
の
構
成
も
含
め
て
そ
っ
く
り
写
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の

時
に
プ
ラ
ー
ト
の
絵
よ
り
も
人
物
の
周
り
に
広
く
空
間
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
或
い
は
風
景
の

参
考
に
し
た
「
別
の
絵
」
は
複
数
あ
っ
て
、
画
面
左
上
の
建
物
や
右
側
に
見
え
て
い
る
湖
な
ど

の
各
パ
ー
ツ
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
例
え
ば
、
似
た
よ
う
な
背
景
を
持
つ
絵

を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
レ
オ
ナ
ル
ド
派
の
画
家
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
ル
イ
ー
ニ
が
あ
る
。
山
下

り
ん
の
《
聖
母
子
と
ヨ
ハ
ネ
》
で
は
、
画
面
右
側
の
湖
の
水
面
、
ち
ょ
う
ど
聖
母
の
首
の
右
手

に
あ
ひ
る
か
白
鳥
が
三
羽
泳
い
で
い
る
が
、
ル
イ
ー
ニ
の
《
改
悛
の
聖
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
》
（
挿

図
24
）
に
も
、
水
面
上
に
い
る
鳥
が
似
た
よ
う
な
雰
囲
気
で
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
丘
に
続

く
ジ
グ
ザ
グ
し
た
道
は
、
同
じ
く
ル
イ
ー
ニ
の
《
聖
母
子
と
幼
児
聖
ヨ
ハ
ネ
》
（
挿
図
25
）
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

礼
拝
像
と
し
て
の
イ
コ
ン
を
描
く
な
ら
ば
、
原
画
を
崩
し
て
模
写
す
る
こ
と
は
な
い
。
し
か

し
こ
の
《
聖
母
子
と
ヨ
ハ
ネ
》
が
他
の
山
下
作
品
と
違
う
点
は
、
ロ
シ
ア
正
教
の
教
会
に
設
置

す
る
聖
像
と
し
て
描
か
れ
た
の
で
は
な
く
、
ロ
シ
ア
か
ら
持
ち
帰
っ
て
終
生
手
元
に
置
か
れ
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。
も
し
か
し
た
ら
、
イ
コ
ン
か
ら
離
れ
て
、
純
粋
に
ル
ネ
サ
ン
ス
絵
画
の
勉

強
と
心
得
て
自
由
に
描
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
、
ロ
シ
ア
・
イ
コ
ン
の
聖
母
子
画
に

は
背
景
に
風
景
が
な
い
。
イ
コ
ン
と
し
て
学
ん
で
い
る
聖
母
子
画
の
人
物
表
現
に
、
パ
ズ
ル
の

よ
う
に
背
景
を
組
み
合
わ
せ
る
と
い
う
意
識
が
働
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

推
測
③ 

模
写
の
原
画
は
別
に
あ
る 

推
測
②
の
よ
う
な
ア
レ
ン
ジ
を
行
っ
た
の
は
別
の
画
家
で
、
山
下
は
そ
の
画
家
が
描
い
た
作

品
を
写
真
の
よ
う
に
模
写
し
た
だ
け
な
の
か
。
推
測
①
で
例
に
挙
げ
た
、
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
ド

レ
に
よ
る
原
画
の
発
見
の
よ
う
に
、
本
図
の
場
合
に
も
模
写
作
品
と
そ
っ
く
り
同
じ
原
画
が
あ

る
は
ず
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
考
え
方
が
最
も
妥
当
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
本

稿
で
は
、
原
画
と
思
し
き
絵
画
を
提
示
す
る
の
に
で
、
山
下
り
ん
が
直
接
こ
の
絵
を
目
の
当
た

り
に
し
た
と
い
う
証
拠
を
示
す
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
ミ
ケ
ー
レ
・
デ
ィ
・
リ
ド
ル
フ
ォ
・
デ

ル
・
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
生
ま
れ
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
没
し
た
画
家
で
あ
り
、

そ
の
《
聖
母
子
と
幼
児
聖
ヨ
ハ
ネ
》
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
す
ぐ
北
に
あ
る
プ
ラ
ー
ト
の
美
術
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
山
下
り
ん
の
ロ
シ
ア
留
学
中
に
ロ
シ
ア
に
あ
っ
た
の
か
ど

う
か
、
今
回
は
作
品
の
来
歴
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
わ
か
ら
な
い
。
現
在
プ
ラ

ー
ト
に
あ
る
絵
が
ロ
シ
ア
に
移
動
し
て
い
た
と
は
言
え
な
い
今
の
段
階
で
は
、
そ
の
絵
か
ら
人

物
を
写
し
て
別
の
背
景
を
加
え
た
「
別
の
絵
」
の
存
在
を
仮
定
し
、
そ
の
別
の
絵
を
ロ
シ
ア
で

山
下
り
ん
が
見
た
と
考
え
る
方
が
無
理
が
な
い
。
そ
の
「
別
の
絵
」
は
今
も
ロ
シ
ア
に
あ
る
か

も
知
れ
な
い
し
、
現
存
し
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
山
下
り
ん
は
《
聖
母
子
と
ヨ
ハ
ネ
》

を
油
彩
で
着
色
し
て
い
る
が
、
ド
レ
に
よ
る
原
画
の
例
が
木
版
だ
っ
た
よ
う
に
、
「
別
の
絵
」

が
版
画
で
流
通
し
て
い
る
も
の
だ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
ミ
ケ
ー
レ
の
絵

は
山
下
り
ん
に
と
っ
て
、
原
画
の
原
画
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。 

 

 

以
上
、
三
つ
の
推
測
を
示
し
た
が
、
推
測
①
は
山
下
り
ん
の
画
業
を
通
し
て
考
え
て
あ
ま
り

に
飛
躍
が
あ
る
の
で
、
推
測
②
か
推
測
③
に
絞
っ
て
考
え
る
の
が
良
い
だ
ろ
う
。
《
聖
母
子
と

ヨ
ハ
ネ
》
の
原
画
を
特
定
す
る
上
で
今
後
の
課
題
と
な
る
の
は
、
推
測
②
を
支
持
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
プ
ラ
ー
ト
の
絵
が
山
下
の
ロ
シ
ア
留
学
中
に
ロ
シ
ア
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
調
べ
る
こ

と
、
推
測
③
の
よ
う
に
山
下
の
絵
と
プ
ラ
ー
ト
の
絵
の
間
に
も
う
一
枚
の
原
画
が
あ
る
と
す
る

な
ら
ば
、
そ
の
当
時
の
ロ
シ
ア
に
あ
っ
た
は
ず
の
絵
を
見
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。 

  
 
 
 

五 

ラ
フ
ァ
エ
ロ
と
リ
ャ
ノ
ス
及
び
ミ
ケ
ー
レ 

  

幼
児
キ
リ
ス
ト
と
幼
児
ヨ
ハ
ネ
を
顔
を
寄
せ
合
う
よ
う
に
描
い
た
の
は
レ
オ
ナ
ル
ド
派
の
画

家
で
あ
ろ
う
と
予
想
を
立
て
た
が
、
実
際
に
は
リ
ャ
ノ
ス
も
ミ
ケ
ー
レ
も
は
っ
き
り
と
レ
オ
ナ

ル
ド
の
弟
子
だ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

《
聖
母
子
と
子
羊
》
の
作
者
と
さ
れ
る
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
リ
ャ
ノ
ス
と
、
彼
と
一
緒
に
扱
わ
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れ
る
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ジ
ャ
ネ
ス
は
ス
ペ
イ
ン
の
画
家
で
あ
る
。
リ
ャ
ノ
ス
は
一
五
〇
六
年
か

ら
一
六
年
、
ジ
ャ
ネ
ス
は
一
五
〇
六
年
か
ら
三
一
年
に
活
躍
し
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
美
術
や
レ

オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
に
始
ま
る
様
式
で
描
い
て
い
る
こ
と
が
一
五
〇
六
年
頃
ヴ
ァ
レ
ン

シ
ア
で
最
初
に
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
一
五
〇
五
年
に
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ス
パ
ニ
ョ
ー
ロ
が
レ

オ
ナ
ル
ド
の
《
ア
ン
ギ
ア
リ
の
戦
い
》
の
た
め
の
原
寸
大
下
絵
の
仕
事
で
支
払
を
受
け
た
と
す

る
記
録
も
あ
る
。
し
か
し
二
人
が
イ
タ
リ
ア
で
修
行
し
た
と
い
う
文
献
的
証
拠
は
な
い
。
二
人

の
作
品
の
違
い
は
わ
ず
か
し
か
な
い
の
で
、
二
人
の
画
家
の
様
式
を
区
別
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
と
い
う
（
25
）
。 

ラ
フ
ァ
エ
ロ
は
一
五
〇
四
年
か
ら
一
五
〇
八
年
に
か
け
て
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
滞
在
し
て
い
た
。

《
ア
ン
ギ
ア
リ
の
戦
い
》
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
描
か
れ
た
の
で
、
リ
ャ
ノ
ス
が
そ
の
頃
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
で
そ
れ
を
手
伝
っ
て
い
た
な
ら
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
と
リ
ャ
ノ
ス
は
同
時
期
に
同
じ
街
に
い

た
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
リ
ャ
ノ
ス
が
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
影
響
を
受
け
た
と
ま
で
は
言

え
な
い
が
、
二
人
は
同
じ
刺
激
を
受
け
て
腕
を
磨
い
た
と
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
る
。 

 

リ
ャ
ノ
ス
の
絵
を
模
写
し
た
ミ
ケ
ー
レ
は
、
十
六
世
紀
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
派
の
画
家
で
あ
る

（
26
）
。
一
五
〇
三
年
生
ま
れ
な
の
で
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
よ
り
二
十
才
年
下
に
な
る
。
ミ
ケ
ー
レ

は
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
デ
ィ
・
ク
レ
デ
ィ
と
ア
ン
ト
ニ
オ
・
デ
ル
・
チ
ェ
ラ
イ
オ
ー
ロ
（
27
）
の
も

と
で
学
ん
だ
の
ち
、
リ
ド
ル
フ
ォ
・
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
の
工
房
に
入
っ
た
。
彼
の
名
は
ミ
ケ
ー

レ
・
ト
シ
ー
ニ
と
も
言
う
が
、
一
五
二
五
年
頃
ま
で
し
ば
し
ば
リ
ド
ル
フ
ォ
と
共
同
制
作
を
し

て
い
た
の
で
、
そ
の
親
密
さ
か
ら
リ
ド
ル
フ
ォ
・
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
の
と
こ
ろ
の
ミ
ケ
ー
レ
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
ミ
ケ
ー
レ
は
フ
ラ
・
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
や
ア
ン
ド
レ
ア
・
デ
ル
・
サ
ル
ト
の
初

期
十
六
世
紀
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
様
式
で
描
き
始
め
た
。
彼
が
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
を
受
け
入
れ
る
の
は

遅
か
っ
た
が
、
一
五
四
〇
年
代
ま
で
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
サ
ル
ヴ
ィ
ア
ー
テ
ィ
と
ア
ー
ニ
ョ

ロ
・
ブ
ロ
ン
ヅ
ィ
ー
ノ
の
影
響
は
、
彼
の
作
品
の
中
で
注
目
に
値
す
る
と
い
う
（
28
）
。 

ミ
ケ
ー
レ
の
名
前
の
由
来
と
な
っ
た
リ
ド
ル
フ
ォ
・
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
は
、
同
じ
く
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
派
の
画
家
で
、
ド
メ
ニ
コ
・
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
の
息
子
で
あ
る
。
一
四
八
三
年
生
ま
れ

と
い
う
か
ら
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
と
同
い
年
で
あ
る
。
父
の
ド
メ
ニ
コ
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
一
族
ら

と
大
規
模
な
工
房
を
構
え
て
お
り
、
多
く
の
徒
弟
の
中
に
は
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
い
た
（
29
）
。

リ
ド
ル
フ
ォ
は
ド
メ
ニ
コ
が
亡
く
な
る
ま
で
そ
の
工
房
に
お
り
、
そ
の
の
ち
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・

ヴ
ィ
ン
チ
や
フ
ラ
・
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
や
ラ
フ
ァ
エ
ロ
を
は
じ
め
多
く
の
画
家
か
ら
影
響
を
う
け

た
（
30
）
。
特
に
ラ
フ
ァ
エ
ロ
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
滞
在
し
て
い
た
間
の
リ
ド
ル
フ
ォ
の
修
行

は
ラ
フ
ァ
エ
ロ
と
関
連
し
て
い
る
。
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
が
述
べ
る
に
は
、
彼
ら
は
友
人
に
な
っ
た
（
31
）
。

そ
し
て
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
が
教
皇
ユ
リ
ウ
ス
二
世
に
呼
ば
れ
て
ロ
ー
マ
へ
行
か
ね
ば
な
ら
な
く
な

り
、
後
に
シ
エ
ナ
へ
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
絵
を
未
完
成
の
ま
ま
残
し
た
時
、
リ
ド
ル
フ
ォ
が

そ
の
聖
母
の
青
い
外
衣
の
部
分
を
熱
心
に
仕
上
げ
た
（
32
）
。
そ
の
絵
の
こ
と
を
、
ヴ
ァ
ザ
ー

リ
の
美
術
家
列
伝
に
注
釈
と
解
説
を
付
け
た
ミ
ラ
ネ
ー
ジ
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
こ
の
絵
は
、
レ
オ
十
世
に
仕
え
る
聖
職
者
で
あ
る
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
セ
ガ
ル
デ
ィ
氏
が
ラ
フ
ァ

エ
ロ
に
注
文
し
た
も
の
で
、
そ
の
シ
エ
ナ
の
貴
族
か
ら
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
が
購
入
し
、
そ
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
入
っ
て
き
て
、
現
在
パ
リ
の
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
に
あ
る
。
そ
れ
は
《
美
し
き

女
庭
師
の
聖
母
》
の
名
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
」
（
33
） 

リ
ド
ル
フ
ォ
の
描
い
た
肖
像
画

の
い
く
つ
か
は
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
と
関
連
す
る
様
式
的
な
証
拠
を
示
し
て
い
る
と
い
う
（
34
）
。 

つ
ま
り
ミ
ケ
ー
レ
は
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
友
人
の
弟
子
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
山
下

り
ん
筆
《
聖
母
子
と
ヨ
ハ
ネ
》
が
ラ
フ
ァ
エ
ロ
一
派
か
ら
模
写
し
た
作
品
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て

い
た
こ
と
は
、
人
脈
の
つ
な
が
り
か
ら
見
て
、
全
く
の
的
外
れ
で
も
な
か
っ
た
。
山
下
り
ん
筆

《
聖
母
子
と
ヨ
ハ
ネ
》
の
人
物
像
の
部
分
の
図
像
的
源
泉
に
な
っ
た
も
の
は
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の

友
人
の
弟
子
の
作
品
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

  
 
 
 

六 

山
下
り
ん
の
ラ
フ
ァ
エ
ロ
受
容 

 

山
下
り
ん
が
ラ
フ
ァ
エ
ロ
を
模
写
し
た
作
品
に
は
、
《
聖
母
戴
冠
》
（
挿
図
20
）
が
あ
る
。

手
本
と
な
っ
た
複
製
版
画
の
製
作
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ロ
シ
ア
留
学
中
に
修
道
院
に
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来
て
い
た
画
教
師
フ
ョ
ー
ド
ル
・
イ
ヴ
ァ
ノ
ヴ
ィ
チ
・
ヨ
ル
ダ
ン
の
指
導
の
も
と
で
版
画
か
ら

模
写
さ
れ
た
（
35
）
。
手
本
の
複
製
版
画
が
上
下
に
分
か
れ
て
い
た
の
か
、
山
下
り
ん
が
自
ら

分
け
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
構
図
を
そ
の
ま
ま
保
っ
て
は
い
な
い
。
他
に

山
下
が
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
作
品
を
見
た
こ
と
を
示
す
も
の
に
は
、
《
サ
ン
・
シ
ス
ト
の
聖
母
写
真

（
山
下
り
ん
旧
蔵
）
》
（
挿
図
26
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
楕
円
形
に
切
り
取
ら
れ
た
部
分
図
で
あ

る
。 塩

谷
純
氏
に
よ
れ
ば
、
明
治
時
代
の
日
本
人
画
家
が
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
作
品
を
模
写
し
た
例
に

は
島
霞
谷

か
こ
く

と
下
村
観
山
が
挙
げ
ら
れ
る
。
幕
末
の
油
絵
師
、
島
霞
谷
の
写
真
ア
ル
バ
ム
（
挿
図
28
）

に
は
《
小
椅
子
の
聖
母
》
の
複
写
写
真
が
添
付
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
構
図
で
人
物
を
日
本
人
の

姿
に
表
し
た
習
作
（
挿
図
29
）
が
残
っ
て
い
る
。
下
村
観
山
は
滞
欧
中
に
《
ひ
わ
の
聖
母
模
写
》

（
挿
図
30
）
と
《
小
椅
子
の
聖
母
模
写
》
（
挿
図
31
）
を
残
し
た
（
36
）
。
二
人
が
模
写
の

手
本
と
し
た
も
の
は
、
写
真
や
模
本
や
実
物
で
あ
っ
た
。 

そ
れ
に
引
換
え
、
山
下
り
ん
が
間
近
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
《
聖
母
戴
冠
》
の
場
合

は
模
写
の
原
画
と
し
て
の
複
製
版
画
で
あ
り
、
《
サ
ン
・
シ
ス
ト
の
聖
母
》
の
場
合
は
部
分
写

真
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
第
三
者
の
手
が
加
わ
っ
た
二
次
資
料
で
あ
る
。
そ
し
て
今
回
の
《
聖
母

子
と
ヨ
ハ
ネ
》
の
場
合
は
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
友
人
の
弟
子
の
作
品
で
あ
っ
た
。
ル
ネ
サ
ン
ス
絵
画

を
学
ぶ
に
は
、
留
学
先
が
ロ
シ
ア
正
教
の
修
道
院
だ
っ
た
こ
と
は
恵
ま
れ
た
環
境
で
は
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
帰
国
後
は
イ
コ
ン
制
作
ひ
と
す
じ
な
の
で
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
な
ど
の
よ

う
な
ル
ネ
サ
ン
ス
絵
画
を
再
び
描
く
機
会
は
な
か
っ
た
。 

手
を
伸
ば
し
て
も
本
物
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
し
て
、
山
下
り
ん
は
遠
巻
き
に

ラ
フ
ァ
エ
ロ
を
見
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

  

註 

 

（
１
）
以
下
の
資
料
を
参
照
し
た
。
『
山
下
り
ん
と
そ
の
時
代
展
』
鐸
木
道
剛
監
修 

北
海
道
立
函
館
美

術
館
・
豊
橋
市
美
術
博
物
館
・
千
葉
市
美
術
館
・
足
利
市
立
美
術
館
編
集 

読
売
新
聞
社
・
美
術
館
連

絡
協
議
会
発
行 

一
九
九
八
年
。
『
山
下
り
ん 

黎
明
期
の
聖
像
画
家
』
岡
畏
三
郎
監
修 

鹿
島
卯
女

編
集 

鹿
島
出
版
会 

一
九
七
六
年
十
二
月
。
『
近
代
の
美
術 

第
46
号 

フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
と
工
部

美
術
学
校
』
青
木
茂
編 

至
文
堂 

一
九
七
八
年
五
月
。 

 

（
２
）
小
田
秀
夫
『
山
下
り
ん
―
―
信
仰
と
聖
像
画
に
捧
げ
た
生
涯
―
―
』
筑
波
書
林 

ふ
る
さ
と
文
庫 

一
九
八
〇
年
四
月 

一
頁
。 

 

（
３
）
小
田
秀
夫
『
山
下
り
ん
―
―
信
仰
と
聖
像
画
に
捧
げ
た
生
涯
―
―
』 

三
二
頁
。 

 

（
４
）
岡
畏
三
郎
「
山
下
り
ん
の
伝
記
と
作
品
」
『
美
術
研
究
』
第
二
七
九
号 

一
九
七
一
年 

三
二
頁
。 

 

（
５
）
前
掲
註
に
同
じ
。 

 

（
６
）
小
田
秀
夫
『
山
下
り
ん
―
―
信
仰
と
聖
像
画
に
捧
げ
た
生
涯
―
―
』
筑
波
書
林 

一
九
八
〇
年
四

月 

三
二
頁
。
同
様
の
記
述
は
以
下
に
も
あ
る
。
小
田
秀
夫
「
山
下
り
ん
の
面
影
」
『
山
下
り
ん
』
鹿

島
出
版
会 

一
九
七
七
年
六
月 

一
五
四
頁
。 

 

（
７
）
日
記
は
、
一
八
八
〇
年
（
明
治
十
三
）
十
二
月
十
一
日
か
ら
一
八
八
二
年
（
明
治
十
五
）
四
月
四

日
ま
で
の
三
冊
と
、
一
八
八
三
年
（
明
治
十
六
）
三
月
七
日
か
ら
四
月
二
二
日
ま
で
の
一
冊
の
、
計
四

冊
が
残
っ
て
い
る
。 

 

（
８
）
小
田
秀
夫
『
山
下
り
ん
』
日
動
出
版
部 

一
九
八
二
年
七
月
二
版 

一
一
七
～
一
二
八
頁
。 

 

（
９
）
小
田
秀
夫
『
山
下
り
ん
』
日
動
出
版
部 

一
一
九
頁
。
鹿
島
出
版
会
版
『
山
下
り
ん
』
の
巻
末
に

日
記
が
写
真
図
版
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
判
読
困
難
で
あ
る
た
め
、
後
段
に
お
い
て
も
、
日
記
を
引
用

す
る
際
に
は
小
田
秀
夫
氏
の
著
作
を
参
照
し
た
。 

 

（
10
）
小
田
秀
夫
『
山
下
り
ん
―
―
信
仰
と
聖
像
画
に
捧
げ
た
生
涯
―
―
』
三
二
頁
。 

 

（
11
）
小
田
秀
夫
『
山
下
り
ん
』
日
動
出
版
部 

一
二
一
頁
。 

 

（
12
）
小
田
秀
夫
『
山
下
り
ん
』
日
動
出
版
部 

一
七
九
頁
。 

 

（
13
）
《
聖
母
子
と
ヨ
ハ
ネ
》
の
制
作
年
代
特
定
に
関
し
て
、
米
倉
守
氏
は
「
『
千
八
百
八
十
二
年
六
月

三
十
日 

イ
リ
ナ
山
下
』
の
記
述
が
あ
」
る
と
述
べ
て
い
る
（
米
倉
守
解
説
「
一
徹
な
閨
秀
の
画
人
」

『
中
央
公
論
』
一
一
三
〇
号 

一
九
八
一
年
一
月
号 

「
美
術
館
秘
蔵
の
一
点
９ 

山
下
り
ん 

聖
母

子
と
ヨ
ハ
ネ
」 

四
二
五
頁
）
。
ま
た
、
お
そ
ら
く
こ
の
記
事
を
参
照
し
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
が
、

一
九
八
七
年
の
『
我
国
最
初
の
女
流
聖
像
画
家 

山
下
り
ん
展
』
の
カ
タ
ロ
グ
（
笠
間
日
動
美
術
館 

図

三
七
）
は
、
本
図
を
一
八
八
二
年
制
作
と
表
示
し
て
い
る
。
も
し
こ
れ
ら
の
一
八
八
二
年
制
作
説
を
信

用
す
る
な
ら
ば
、
一
八
八
二
年
六
月
の
滞
露
日
記
を
参
照
す
る
べ
き
で
あ
る
が
、
ち
ょ
う
ど
一
八
八
二

年
四
月
五
日
か
ら
一
八
八
三
年
三
月
六
日
ま
で
は
日
記
が
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
確
認
す
る
こ
と
が

出
来
な
い
。
さ
ら
に
、
一
九
九
八
年
に
開
催
さ
れ
た
「
山
下
り
ん
と
そ
の
時
代
展
」
の
カ
タ
ロ
グ
が
本

図
の
制
作
年
を
空
欄
と
し
て
い
る
の
を
は
じ
め
、
他
に
は
一
八
八
二
年
説
を
裏
付
け
る
資
料
は
な
い
。

残
念
な
が
ら
筆
者
は
作
品
の
裏
面
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
が
、
《
聖
母
子
と
ヨ
ハ
ネ
》
は
山

下
り
ん
の
遺
品
で
あ
る
た
め
山
下
り
ん
研
究
が
始
ま
っ
た
当
初
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
も
し
こ
の
作
品

に
裏
書
き
が
遺
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
の
こ
と
は
小
田
秀
夫
氏
や
鐸
木
道
剛
氏
に
よ
っ
て
既
に
知
ら

れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
小
田
氏
も
鐸
木
氏
も
裏
書
き
は
な
か
っ
た
と
記
憶
さ
れ
て
い
た
。
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こ
の
頃
の
年
記
の
あ
る
作
品
と
い
え
ば
、
《
正
教
新
報
表
紙
絵
》
（
『
山
下
り
ん
と
そ
の
時
代
展
』
八

六
頁 

図
一
四
六
）
の
余
白
に
「
千
八
百
八
十
二
年
六
月
卅
日 

イ
リ
ナ
山
下
」
と
い
う
署
名
が
見
え

る
。
お
そ
ら
く
、
米
倉
守
氏
は
こ
れ
と
《
聖
母
子
と
ヨ
ハ
ネ
》
と
取
り
違
え
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

（
14
）
確
認
し
た
カ
タ
ロ
グ
、
画
集
の
主
な
も
の
は
以
下
の
と
お
り
。 

 
 

『
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
展
―
―
16
～
19
世
紀
ス
ペ
イ
ン
絵
画
―
―
』
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館

展
実
行
委
員
会
編
集
・
発
行 

一
九
九
六
年
。 

 
 

『
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
展
―
―
イ
タ
リ
ア 

ル
ネ
サ
ン
ス
・
バ
ロ
ッ
ク
絵
画
―
―
』
エ
ル
ミ
タ
ー

ジ
ュ
美
術
館
展
実
行
委
員
会
編
集
・
発
行 

一
九
九
三
年
。 

 
 

『
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館 
第
二
巻 

ル
ネ
サ
ン
ス
・
バ
ロ
ッ
ク
・
ロ
コ
コ
』
五
木
寛
之
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
取

材
班
編 

日
本
放
送
出
版
協
会 

一
九
八
九
年
二
月
。 

 
 

『
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館 

１ 
ゴ
シ
ッ
ク
と
ル
ネ
サ
ン
ス
の
芸
術
』
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
刊
行

会
分
室 

恒
文
社
。 

 
 

『
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館 

３ 

バ
ロ
ッ
ク
と
ロ
コ
コ
の
芸
術
』
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
刊
行
会
分

室 

恒
文
社 

一
九
七
〇
年
三
月
。 

 
 

『
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
の
絵
画
』
コ
リ
ン
・
ア
イ
ス
ラ
ー
著 

高
階
秀
爾
監
修 

中
央
公
論
社 

一

九
九
六
年
二
月
。 

 
 

『
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館 

そ
の
歴
史
と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
ボ
リ
ス
・
Ｂ
・
ピ
オ
ト
ロ
フ
ス
キ
ー
著 

加
藤
九
祚
・
生
田
圓
・
青
柳
正
規
訳 

岩
波
書
店 

一
九
八
五
年
一
月
。 

 
 

『
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館 

第
１
巻 

西
欧
絵
画
Ⅰ
《
13
～
18
世
紀
》
』
ボ
リ
ー
ス
・
ピ
オ
ト
ロ
フ

ス
キ
ィ
編 

北
垣
信
行
訳 

講
談
社 

一
九
七
七
年
十
月
。 

 
 

『
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館 

第
４
巻 

素
描
』
ボ
リ
ー
ス
・
ピ
オ
ト
ロ
フ
ス
キ
ィ
編 

北
垣
信
行
訳 

講

談
社 

一
九
七
八
年
二
月
。 

 

（
15
）
小
田
秀
夫
『
山
下
り
ん
』
日
動
出
版
部 

一
二
八
頁
。 

 

（
16
）L’opera com

pleta di Raffaello, Presentazione di M
ichele Prisco, Apparati critici e 

filologici di Pierluigi de Vecchi, M
ilano: Rizzoli Editore, 1966. 

邦
訳
は
、
摩
寿
意
善
郎
日

本
語
版
編
集
『
ラ
フ
ァ
エ
ル
ロ
』
集
英
社
（
リ
ッ
ツ
ォ
ー
リ
版
世
界
美
術
全
集
５ 

座
右
宝
刊
行
会
編
）

一
九
七
五
年
十
一
月
。 

 

（
17
）
鐸
木
道
剛
「
山
下
り
ん
研
究
の
問
題
点
―
―
た
と
え
ば
横
山
松
三
郎
の
問
題
―
―
」
『
岡
山
大
学

文
学
部
紀
要
』
第
八
号 

一
九
八
七
年
十
二
月 

三
二
二
頁
。
鐸
木
氏
は
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
《
聖
母
戴
冠
》

と
山
下
が
そ
の
複
製
版
画
を
見
て
描
い
た
模
写
を
比
較
し
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。
「
つ
ま
り
山
下

は
、
ま
ゆ
と
眼
窩
そ
し
て
眼
、
さ
ら
に
ま
ゆ
か
ら
鼻
先
に
至
る
左
右
か
ら
の
輪
郭
線
を
強
調
す
る
気
味

か
あ
り
、
そ
れ
故
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
ふ
く
よ
か
な
幼
い
天
使
の
顔
が
、
山
下
の
模
写
で
は
、
眼
の
大
き

い
、
鼻
す
じ
の
は
っ
き
り
し
た
が
っ
ち
り
し
た
感
じ
の
子
供
の
顔
と
な
っ
て
い
る
。
」 

 

（
18
）Pietro C. M

arani, ‘Il problem
a della “bottega” di Leonardo: la “praticha” e la 

trasm
issione delle idee di Leonardo sull’arte e la pittura’, I leonardeschi: L’eredità di 

Leonardo in Lom
bardia,  Saggi di G

iulio bora, M
aria Teresa Fiorio, Pietro C. M

arani, 
Janice Shell, Contribuiti di D

avid Alan Brow
n, M

arco Carm
inati, M

ilano: Skira, 
©1998, pp.9-37. 

引
用
部
分
はp.14. 

該
当
部
分
の
注
釈
はp.33. 

一
九
八
七
年
の
著
書
は

Pietro C. M
arani, Leonardo e i leonardeschi a Brera, Firenze: Cantini, 1987, 

pp.115-123. 
 

（
19
）
ミ
ケ
ー
レ
筆
《
聖
母
子
と
幼
児
聖
ヨ
ハ
ネ
》
の
画
面
左
端
で
ヨ
ハ
ネ
の
肩
が
画
面
か
ら
は
み
出
し

て
い
る
。
従
っ
て
後
世
に
画
面
が
切
り
取
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。 

 

（
20
）
『
山
下
り
ん
と
そ
の
時
代
展
』
一
四
頁
。
同
様
の
記
述
は
以
下
に
も
あ
る
。
鐸
木
道
剛
「
山
下
り

ん
研
究
（
四
）
イ
コ
ン
の
図
柄
の
源
泉
別
に
よ
る
作
品
総
目
録
作
製
の
試
み
」
『
岡
山
大
学
芸
術
学
研

究
』
第
一
号 

一
九
九
〇
年 

四
四
～
九
二
頁 

そ
の
う
ち
四
八
頁
。 

 

（
21
）
鐸
木
道
剛
「
山
下
り
ん
の
画
業
の
意
義
」
『
窓
』
第
68
号 

ナ
ウ
カ
社 

一
九
八
九
年 

二
六

～
三
一
頁
。
『
山
下
り
ん
と
そ
の
時
代
展
』
一
三
頁
で
も
述
べ
ら
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三
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下
り
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大
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九
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部
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（
23
）
小
田
秀
夫
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下
り
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一
九
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頁
、
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五
六
頁
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様
の
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は
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下
に
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る
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小
田
秀
夫
『
山
下
り
ん
―
―
信
仰
と
聖
像
画
に
捧
げ
た
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六
頁
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史
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９
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年 

一
～

一
四
頁
。 

 

（
25
）The Dictionary of ART, vol.19, pp.516-17. 
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aetano M
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山
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下
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テ
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岡
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特
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五
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四
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頁
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aria Teresa Fiorio, Pietro C. M
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挿
図
３ 

『
日
本
近
代
洋
画
へ
の
道 

高
橋
由
一
か
ら
藤
島
武
二
ま
で 

山
岡
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ario 
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M
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図
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29 
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美
人
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誕
生
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術
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一
九
九
七
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147
頁 

挿
図
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、
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図
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画
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本
絵
画 

一
九
八
一
年
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月 

カ
ラ
ー
図
版
、
図
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本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
筑
波
大
学
芸
術
学
系
の
守
屋
正
彦
先
生
と
、

指
導
教
授
で
あ
る
三
神
弘
彦
先
生
の
両
先
生
よ
り
御
指
導
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
岡
山
大
学
文
学
部
の

鐸
木
道
剛
先
生
か
ら
御
教
示
と
御
口
添
え
を
賜
り
、
作
品
を
所
蔵
す
る
小
田
秀
夫
氏
と
御
息
女
の
大
脇
和

代
氏
よ
り
多
大
な
る
御
好
意
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 
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挿図４ ラファエロ《ディオタル

レーヴィの聖母》1504年

油彩 板 69×50cm ベ

ルリン国立美術館 

挿図５ ラファエロ《牧場の聖母》1506

年 油彩 板 113×88cm ウ

ィーン美術史美術館 

挿図１ 山下りん《聖母子とヨハネ》油彩 厚紙 

45.9×33.8cm 小田秀夫氏蔵 

挿図２ ミケーレ・ディ・リドルフォ・デル・ギルランダイ

オ《聖母子と幼児聖ヨハネ》プラート、市立美術館

挿図３ 山下りん《宗徒ノ画（ヤコ

ブ像）》油彩 布 71.2×

58.0cm 笠間日動美術館 
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挿図６ ラファエロ《ひわの聖母》

1507年 油彩 板 107

×77cm フィレンツェ、

ウフィツィ美術館 

挿図７ ラファエロ《美しき女庭師の

聖母》1507年 油彩 板 署

名あり 日付あり 122×

80cm パリ、ルーヴル美術館

挿図８ ラファエロ《エステルハージ

の聖母》1508年 油彩 板 

29×21.5cm ブダペスト、セ

ープミュヴェセート美術館 

挿図10 ラファエロ《冠の聖母》1510-11年

油彩 板 68×44cm パリ、ルー

ヴル美術館 

挿図11 ラファエロ《アルバの聖母》1511年 油彩 カ

ンヴァス（板・現在はカンヴァスに移行） 直

径98cm ワシントン、ナショナル・ギャラリー

 

挿図12 ラファエロ《小椅子の聖母》1514年 油彩 板

直径71cm フィレンツェ、ピッティ美術館 

 

挿図９ ラファエロ《ガルヴァの聖母》1510

年 油彩 板 38×33cm ロンドン、

ナショナル・ギャラリー 
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挿図13 ラファエロ《幕の聖母》1514年

油彩 板 66×51cm ミュンヘ

ン、アルテ・ピナコテーク 

挿図14 ラファエロ《散歩の聖母》

1516-18年 油彩 板 88×

62cm ロンドン、エルスメ

ア・コレクション（個人蔵）

挿図15 コンティ《岩窟の聖母か

らの派生画》ミラノ、ブ

レラ美術館 

挿図16 ルイーニ《岩窟の聖母から

の派生画》マドリード、プ

ラド美術館 

挿図17 作者不詳《岩窟の聖母からの派

生画》パリ、テュエラン 

挿図18 ミケランジェロ《聖母子と幼

児聖ヨハネ》工房作品 テン

ペラ 板 64×54cm 1511年 

ニューヨーク、個人蔵 

挿図19 ラファエロ《聖母の戴冠》

1502-03年 油彩 カンヴァス

267×163cm ローマ、ヴァティ

カーノ宮絵画館 

挿図20 山下りん《聖母戴冠》（上）

鉛筆・コンテ 紙 66.0×

80.5cm （下）墨 紙 63.0

×72.7cm 小田秀夫氏 

挿図21 フェルナンド・デ・リャノス《聖

母子と子羊》油彩 ポプラ材 60

×52cm ミラノ、ブレラ美術館 
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挿図22 ミケーレ・ディ・リドルフォ・デル・ギ

ルランダイオ《聖母子と洗礼者聖ヨハ

ネ》油彩 板 78.0×65.8cm ボルティ

モア、ウォルタース・ギャラリー 

挿図23 山下りん《至聖生神女之福音（十

二大祭図）》油彩 布 35.5×

29.2cm 上武佐ハリストス正教会

挿図24 ベルナルディーノ・ルイーニ《悔悛

の聖ヒエロニムス》テンペラ 板 

90×67cm ミラノ、ポルディ・ペッ

ツオーリ美術館 

挿図25 ベルナルディーノ・ルイーニ《聖母

子と幼児聖ヨハネ》油彩 板 22.7

×18.5cm ベルガモ、アカデミア・

カッラーラ美術館 

挿図26 《サン・シストの聖母写真（山

下りん旧蔵）》写真 18.1×

23.4cm 小田秀夫氏蔵 

挿図27 ラファエロ《サン・シストの聖母》

1513～14年頃 油彩 カンヴァス

265×196cm ドイツ、ドレスデン、

国立絵画館 
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挿図28 島霞谷撮影写真アルバム 

挿図29 島霞谷《母子像習作》 

挿図30 下村観山《ひわの聖母模写》1905年 一幅 挿図31 下村観山《小椅子の聖母模写》1904年 一面

絹本着彩 56.0×54.5cm 横浜美術館 
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